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代
民
ブ
以
テ
ス
，
一世
（
ギ
，
な
十

ハ
十＝
す
Ｌ
尚
Ｈ
府
、■
ブ
晴
半

二
丸
冷

ス
ペ
ン
ト
＝
咋
セ

（
、
詰
ギ

（
法
一ギ
町
”“
航
怖
一ン
テ
■
一古
ノ
…
‐
Ｌ
に
工
■
ラ

帖
ブ

ソ
，
■
，

ハ
■
イ
巧
■
ズ

喰

ｉ
姉
悔
掃
有

と
すみ
ラ

ク
ｋ
■
「・ル

ノ
本
分

一吊
「”
″
チ
カ
ラ
ン
ヨ
ト
す
．

或

ハ
ド

ハ
ン
、　
一
ｌｉｌ
代
式
，
一‐・Ｌ
ヲ
件
ク
≡ノ
ｋ
■
力
一
，
小
に
十
市
川

ノ
＝
世
ノ
ミ
ー
Ｌ
レ
■
ク
浄
ム
一
十
二
ア
ラ
ギ
ト
！
判
十
■
■
比
ザ
■
淀

ノ
想
一は
ニ
ユ
ラ
，
ヽ
十‐……
ァ
，
７
市
一セ
ン
ｉ
ｆ

二
ｒｉ
丁
′
仰
汗
一７
，
テ
ス
一、
シ
．

“■
」一
之
フ
に
れ
な
工
開
ブ
、
甲
‐―！―十‐
地
方
ノ
一■
半
ｈ帆
市

二
（
ど
由

メ
‐■
ヶ

ン
ト
．
又
批
十

ハ
信
一川
抽
■

二
在
ル
エ
」☆
ち
ナ
リ
シ
ニ
、
一枝
地
方
、／
ｉ
性

柄
市

ハ
住
・キ
一灰
止
▲十す

に
倒

Ａ
ル
４
一一
瓜
ア
ル
ノ
、ニ

ラ
末

「堪

Ｒ

中

工
明
■
ノ
ーーｉ
■
モ
仙
ネ
■
典
■
ヨ
リ
起
レ
リ
ー
嶋
呼
、
白
】由

ハ
上
十
万
山

川
ヨ
リ
■
ム
ル
ー、‐活
小
ス
ル
′
柿
！
一
シ
テ
致
り
一ｔ
‐‐―……
”

‐十‐‐ｉ！ｉ．こ
（大
ノ
Ｌ
青
山
ナ

ル
仰
此
コ我
■
■
　
之
ブ
明
古
ス
ル
ニ
ど
に
サ
一
古
ア
リ
“
市
フ
↓
■
‐．
ヨ
、

順

二
姉
悔
猛
省
シ
テ
少
シ
ク
代
氏
ヤ
ル
ノ
ホ
小

二
負
ク
チ
カ
ラ
ン
〓
ト
ラ
ｔ

然
リ
ト
昨
ト
モ
詰
■
モ
亦
■
仕
代
“
ノ
一
部
ヤ
リ
。
共
虫
立
ア
ヽ
市
ヲ

有
ス
ル
い
テ
■

二
若

一一甲
信
両
地
方
ノ
■
ニ
ーー‐
テ
ン
ヤ
．
請
■

（
年
比
将

ナ
ニ
Ｌ
下
阿
求

ニ
メ
ラ
ナ
ル
ノ
止
収
カ
ブ
拡
充
シ

‐―く
ラ
ン
ト
ス
ル
子
一
我

十

‐千‐
‐‐
！■
ブ
れ
げ
Ｈ
十
請
■
ブ
■
助
ブ
粗
■

一古
知
打
問
‐―ｌｉ
治
十
二
十

一四
　
高
知
県
下
の
近
況
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”
紫
閥
も
共
け
末
に
列
す
る
の
■
を
得
―……
る
が
、
此
Ｈ
■
に
■
，
点
た
い

ふツ
じ
人
々
は
共
行
社
虫
女
藤

ｉ
沖
の
両
氏
等
を
持
め
と
し
才て．執
れ
…―
■
Ｔ

を
摂
は
れ
し
か
、　
‐１‐
‐Ｌ一
も
か
ね
て
衣
り
乃
一び
た
ス
キ
ト
′―…―…
ツ述
，
平
貝
甲
＝

・

巾
沢

・
小
川

。
今
村

・
江
川

・
ｒ
村
の
計
！
正

々
生
≡
は
か
す
憔
せ
■
各

白
”
思
想
を
叶
語
せ
ら
れ
し
は
、
出
頃
の
他
強
”
＝
思
ひ
ゃ
ら
れ
て
■
に

一押
し
く
兄

へ
た
り
ま
，
長
に
に
，慨
五
■
●
演
沌
方
に
早
り
、
例
小一材
料
ェ町

一本
批
に
振
ひ
て
ホ
だ
止
―…＞
ざ
る
に
、
紺
言
枚
十
一■
流
し
た
る
二
人
〔祥
■
洪

一収
ｉ
に
肥
り
出
で
互
に
社
会
両
羊
の
ｉ
た
を
述

／ｔ
た
る
帖
世
悲
情
め
■
・吐

は
な
円
の
虚
無
先
も
比
足
で
逃
げ
出
す
い
十，
り
し
が
、
走
た
た
旧
円
手
つ

一料
理
人
馬
次

。
■
★
一郎
■
に
…ヤ”
ゆ
け
る
．
祇
垣
■
に
は
平
民
社
会
↓
■
カ

人
に
前
日
に
■
な
る
者
■，
る
特
時
一ビ
ら
れ
、
忙
者
快
十
一呼
ふ
い
余
問
■
は

瓶
説
あ
り
．
執
れ
，ｉ
上
一分
い
は
を
に
し
て
、理
枚
し
た
り
】
十
一と
す

か

ら
士
族
詰
背
ム
仰
―――
断
い
さ
る
す
と
紫
耐
が
ｉ
一
問
―‐―
に
成
Ｋ
の
市
，
工
当

日
の
演
前
者
に
は
■
光
【
の
即
Ｉ
職
あ
り
，
古
均
市
あ
り
，
■
～
市
■
り

て
実
に
■
洋
ホ
Ｆ
■
の
快
■
，
一に
一（
ン
と
も
■
に
出
に
の

一
成
べ
Ｌ
≡

（
品
ｔ々；―
打
問
明
治
十
円
十
六
月
十
１
再
！

一証
（
‐
じ

「
東
京
杖
浜
任
Ｈ
打
問
」
明
治
十
二
年
へ
月
二
十
二
日
岩
一
Ｌ
、

「品
知
喋
下
”
一伺
志
古
淳ｉ
的海
よ
ｉ吹
す
十一云
ｉ
ろ

ｆ
よ
ャ
面
上
士
ん

と
し
て
昨
キ
取
り
に
一ペ
カ
一中
の
よ
し
」
，
一報
け
て
い
る
が
、
一　
こ
に

い
う

「
南
れ
共
試
会
十一
と
は
海
ｉｌｊ
尚
同
食
”
こ
と
で
あ
ろ
う
■

（
２
一
こ
の
使
一解
叫常
小さ

。
―――，
畑

は

「
‐・‐‐投
仰
文
化
企
任
市

一
日
本
キー‐
七
車
山

民
杵
――ｌｉ
」
七
七
十
八
一Ｒ
に
出
代
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
こ
の
規
則
と
狼
ほ
条
約
は
川
円
瑞
穂
氏

「片
問
性
一■
先
■
住
　
」に

＝
江
市
れ

１〒！、
Ａ

め

「
立
志

一社
と
氏
性

■

（
４
）
こ
れ
に
，
よ
両
文
の

「
江
川
打
鞍
」
■
七
十
二
～
紀
宇
が
、
鈴
―く

■
成
氏

「
「
，中
１１ｉ
Ｒ
に
」
，
‐．だ
技
さ
れ
て
，
あ
一が
、
キ
ｒ・‐．湖
■
「■

一だ
ギ

■
不
稿
に
＝
杜
―′一た

「
十‐！‐ｉ
，ｔｌ‐
】
問
」
「
特
戸
いよ
い
て
紀
ど
れ
た
！、
い

で
あ
ろ
う
，　
下
荷
モ
■
平
民
い
〓進
出
に
ｔ
〓
社
か
，
一の
ｋ
う
Ｌ
は
に

を
Ｌ
一　
．
た
一，
，竺
小
ユ・
た
め
一に
、　
千
↓打
■
一▼
■
占
い
は
ｂ
，、工
，
拘
■
，′．．

府
日
　
郵
い

不
札
を
邦
耐
に
すヽ１
し
た
市
一生
、　
内一藤
正
中
氏
一高
山
民
仕
上
助

ｔｉ，
打
牛
ｒ

Ｔ
ｔ
水
」■
店
）
か
出
には
さ
れ
汁
ｆ

■
占
は
一叱
花
」夫
‐，ゥ
」測
文
■
↑
而
一門
に
庁占
ゴ

弘
め
、
ま
た
灯
稿
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
．
高
い
氏
”
成
解
”
■
■
よ
に

十年
代
ｎ
ャ
一ほ
ネは
い
ｒに
し
て
ｆ
も
、　
十一ｔｉ二
十
り
問
一十
町
”
はｋ
■
ド
か
ユ
トｔ，
注
・仲
≡　
しヽ
一ケ
一か

一
イ
・■
荷
，
解
た
も
七
千
ｔ
≡
す改
や
な
け
れ
は
な
ら
十
い
が
、
ｆ
ｔ
に
叩

刷
に
付
じ
■
使
で
も
あ
り
、
ま
た

一‐任
史
■
＝
々

・
に
江
村
丈

一
氏
二
よ

門
で
汁
汗
ｒ
執
十
の
す
ｔ
で
あ
る
の
で
、
一
つ
士
本ま
ヒ
し
た
。

な
わ
、
■
一＝
は
す
べ
て
“
求
人
■
法
≡
れ
「
■
打
‐！！＝！杵
試
て
席
所
拭
”

も
り
で
い
る
！
〓
■
問
七
に
体
し
て
は
同
た
い
ｌｉ
■
内
日
Ｌ
布
北
■
一
つ

れ
丈
ば
１１
の
方
ｔ
に
お
世
古
に
な
「
た
り
よ

ヽ
十
礼
十
中
し
に
一■
た
い
，

描
枚
ど
いＬ
イ、ヽ
、
る
，
な
お
　
立
志
社
特
末
討
要
」

一十
上
を
明
■
十
二
年
十
二
月
と
し
、
平
■
声
雄
氏

】工
‐ｉｉ‐‐判
」
一は
「
Ｌ
一十
，Ｔ
Ｈ句
，
Ｆ
レ
イ」
いＬ
一
バ
一、　
十，↑十一
に
ょ処

Ｈ
一で
六ウる
。
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